




























H-J∑ [1+(-1)i∂](S言S言+1+Sぎsr.1+AS言S言+1) S-1/2,J>0,0_<∂ ≦ 1
の基底状態はパラメーター∂,Aの値によって異なり,-1<A<0(強磁性でⅩY-like)におけ
る基底状態は, EffectiveSinglet状態かSpinFluid状態かのいずれかであることが,位相
′､ミル トニアンの方法によって予想されている｡しかし,両相の境界が正しく決定されるには
至っていない｡このような事情を考慮して,有限系のノ､ミルトニアンの数値的対角化の方法に
より,この系を調べた｡得られた励起ギャップ等の物理量のデータを,有限サイズスケー リン
グ及び外挿による解析を行い,両相の境界及び種々の臨界指数を決定した｡
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